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・国として方針・戦略の明確化

・実証の場に参加することのメリット、デメリットを明確にする

・実際に製品の生産を行いバリューチェーンまでの評価を行う。（補足１）

・現場レベルで使われる装置は多種多様に渡るため、多くのプレイヤ参加型とする。（補足２）
（各用途、機能別のグルーピングを実施）

『国として実証の場を構築する場合に必要な事項』

『実証の場で検証すべきグローバル競争力を発揮可能な差別化技術』

・各階層でのプラットホームの規格化とインターフェース（補足３）

・ものづくり現場のノウハウを可視化・データベース化し、自動化ノウハウとしてフィードバック
ノウハウはブラックボックス化とする。（補足４）
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【補足１】次世代の生産システム（新たなものづくり）

サプライヤお客様

上位と現場をつなぐ仕組み

フレキシブルな製造工程 ダウンタイムレス

お客様要望（欲しいものが選べる、欲しい時に届く）をスマートに実現する、
リアルタイムで繋がる生産システム

マザー工場

生産計画

製造～出荷
調
達

海外生産拠点

実行指示 製造情報
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・・・

お客様
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ICT/IoTによるリアルタイム連携

クラウド
製品・製造
ビッグデータ

需要予測
ビッグデータ
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ネジ
締め機

焼きバメ
加熱装置

塗布機
ワーク投入シャトル

ワーク投入シャトル

位置決め
治具
（エア機器）

圧入装置

試験器

装置内に使われる機器の
インターフェースの共用化

【補足２】装置機器構成例
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クラウド

品質
データ

組付
データ

仮
想
空
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生産管理システム
（生産情報）

設計プロセスツール
（CAD/BOM情報）

品番、個数、部品、組付情報、品質情報

現
実
空
間

製品・品種・
生産量情報

ライン設計
（ライン設備情報）・・・

品質・保守情報
作業状況・環境情報

動作プログラム

生産設備／人 (PLC・M2M・RFID・・・・)

受入 入庫・払出 実装 組立 検査 完成品倉庫

入庫 出荷

【補足３】ＩＣＴを活用した生産連携モデル

ラインコントロール
（データ連係ツール）

指示・検証・補正
ツール

（仮想と現実の補正）

位置情報
製造ライン

中
間
層

ナレッジ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
系
情
報
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※品質管理まで含めて要素技術開発を
推進し、モジュール化

個別要素技術の開発

生産規模に
合った

フレキシブルな
システムの
実現へ

ネジ締めモジュール

かん合モジュール

・
・
・

塗布モジュール

※ベースセルに生産量、
タクトタイムに合わせて
モジュールを組み合わせ

新しい機能の開発

※センサ等を活用した機能を開発
・仮想空間と実空間のつなぐ、補正する
・ラインの稼働率を上げ、維持を簡単にする
を実現

【補足４】要素技術開発と組み込み型汎用セル


